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は じ め に
一国の対外経済活動がその国の経済成長に各種の影響を与えることについては,多 言 を要 しない
が,問 題 は成長 に必要 な輸 入 をいか にカバー する ことがで きるか,と くに成 長の ため にはそ の輸 入上ヒ
率が高水準であり',また非弾力的であるときには,これらの輸入需要にたいして限定された輸入能力
(limitedcapacitytoimport)は,経済成 長 にたい して は国際 収 支の赤 字 を生 み,それが成 長の 「ア
キレズの腱」 となる。わが国のケースにおいても,成長一 輸入増加一 国際収支赤字一 一国内経済
の 引 き締め 一一 成長 低下,の パ ター シは しぼ しば経験 して きた もので ある。 もち ろん」成 長 を制 約 す
る要 因は多数 の ものが あ るが,小 稿 において は,こ れ らの うちで,'外国為替 の不足 一 一theshortage
offoreignexcbangがも た らす作 用 を,経 済 成 長 と外 国 為 替 ギ ゼップ(foreignexchangegap)
との関連 で考察 しよ うとす る ものであ る。(1)とりわ け,発 展 途 上国にお 病ては,そ の輸 出産業 の取
得 する・所得 以上 の資本 財輸入 にたい して,外 国為替は不断 にボ トルネ ジクとな ってお り,そ の こ と自
体は発展途上国の開発について:重大な問題を投げかけている。多くのプランがUNCTADの 総会そ
め他において外国為替の不足によって示される諸困難を解消すべ く提案され,具 体化されつつある。
発展途上国グループにおいて外国為替ギャップのもつ意味や影響について多くの論議がなされてい
る とはい うものの,な お これ を経 済分析 とい う観 点か ら吟味 す る場食 に,理 論的 に も,政 策的 に も若
干 の基 本的 な問題点 につ いての考 察 が必要 とされ るの である。つ ま り,あ る ものの不足(shortage)
が存在 する とい うこ とにつ いて語 る場 合に は,経 済 的 に有意味 な分 析 のター ムにおいて は,こ の不足
口
が価格 メカ ニズム(pricemechanism)の自由な作用 にたいす る干渉 に よ って 発 生 した に ちが いな
い,と い うタームで 分析 す る ことであ る。 この場合に は,発 展途上 国のケ ースにおい てさ え も,外 国
為替市場における政府による干渉を念頭にお くことである。外国為替…=外貨の不足に直面する発展途
上国のかかえる外国為替不足を,なおこの観点から検討する意義は,以下の行論から明かにされるで
あ ろ'う'。
まず,そ のために,国際貿易の理論の観点にたって,発展途上国における外国為替不足の主張を検
討する。それは,この外国為替不足の主張が依存している諸仮定と,とくにこの不足が発露途上国に
おいて達成することがでぎる成長率を制約する仕方とを,厳密な意味で同∵祝することができるかど
一5一 一
明治大学 社会科学研究所紀要r一 冒¶
うか,と い うこ とを検 討 す るため に も必要な作業 とな るであろ う。
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第3図 う急速に成長 しようとする発展途上国にとつ
輪λ品
て失敗のもとにな るような場合におけるより
Z も,上 述 の よ うな情況 の もとにおいて は,い
u っそ う生 産的 な もの とな るであろ う,と い う
∂
こどが主張 されるので ある。
この間の事情を第3図 によって示すことに
V'
しよう。貿易にたいする制限 が な い とすれ
V
ll ば,一 定 の限 界消 費 性 向 に よ る,外 国援 助 のZ
ll ない場合の投資のマキシマムな水準は,第3
0 SS' U国 内財 図 のV点 に よって示 され る。 こ こでUZの 外
国援助がなされるとナれば,投資のマキシマムな水準はV'点 にシフトするZあ ろ う。輸入が外国援
助の全額 だけ増大 していない。 これは投資にたい して 補足的な国内投入を 解放するために,輸 出が
SS'だけ減少 するか らである。
外国為替の制限が貯蓄の制限にがわ って結びつけ られる場合には,国 内産出高の過剰が発生するで
あ ろ う。そのことは投資 目的のためめ輸入が外国援助の全額 だ}テ増加させ られることを意味するので
あ る。
こ う して,外 国援助の成長促進効果は,後 者の例の方がいっそ う強いことになる。ただレ これは
すべ ての関係 の変数 に ついて不変 の固定 した値 を仮定 した うえでの こ とであ る。 もし,た とえば ・限
界貯蓄性向が平均貯…蓄性向よ りも高いとすれば,貯 蓄ギ ャップを緩和すべ き外国援助に よる成長のプ
ロ セ ス は, 終局的には独立的なプロセスとなるであろ う。
第3図 にお いて,v'点 は直接的 にV点 の上 にあ り, SS'は輸出のかわ りに消費か ら発生すること
に なるであ ろ う。
以上のような,今 まで と りあげた単純 なモデルは,外 国為替の制約にかんする理論の主要点を明 ら
かにするようにお もわ れ る。 これらは,成 長についての精密な計画作成のためのモデルの細 目からは
ぶ かれて いた もの であ る。 これまでに示 したような諸結果が一般的に受け入れられるか どうかは,使
・帰 した諸仮定が有意味かどうかに依存 してい る。
この分析 は,投 資財生産のセ クターへの輸入に よる投入は,国 内投入にかえることの不可能性に基
本 的に依存 してい る。硬 直的 に固定 された技術係数(technicalcoefficients)の仮定 は,投:資の特定
の各分野で妥当するかもしれないが,全 体の比率は投資の構成の変化によ6て変動 しうるし,そのた
め,モ デル は,技 術 のパ ター ンばか りでな く,需 要のパ ター ンも同様 に硬 直的 に決定 さ れる もの では
ない と仮定 している。..ここで どりあげたモデルは,輸 入財賦消費目的のために要求されるのではない
と仮定 してい る。・け れ ども, もし消費のために輸入の一定の固定必要量が同 じようにあると仮定する .
な らば, 同様め もの として理解で きるであち う。
り'
したが って,つ ぎの問題 として,輸 入財の消費を含むようにモデルを精密化 してゆか なければなら
一一8一
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な い 。 この場合,・輸入財 と国内財の消費の割合は,その相対価格 に依存することに してお く。次節で
この点 を と りあげ る こ とに しょ.う。
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輸入財 と国内消費財 とのあいだの選択を取扱 うたあめモ'デ1レの拡張は,前 節ゐ基本的底図形を適珀
監.
することにまつで示すことができる。第4図 においz,OUは 国内生産のマキシ七去な水準を示 し∫
むU'の傾斜は交易条件 をあ らわ 才。.貯蓄無向を一定 どすれぽ1直 線RR'ヵ映 定され,・これは投資に
F覧
たい して利用可能 な諸資源を示す,RR'どL型 め一群の等:量曲線が按ず るX点 は,・輸入財 と歯内財
の投資への インプ ットを決定する。これは消費の無差別曲線群にたいする原点 として同 じように作用
して い る 。 いまは便宜上,これ らゐ曲線 は同種向類の もの・と仮定 してお く。無差別 曲線擁がUU艇 接
するV点 は, 貿易取引にたいする制限がない場合の全体 としての経済にたいする均衡点 を示 す。1貯蓄
性向が高ければ高いほど投資の産 出高は増大 し,したが って経済成長率は高 まってゆ くもの として示
さ れ て い る。:
,
:
・・ま・UU'に楠 ・て・面'・ ・実行可能な制限 となるよう娯 易にた・・殉;・」限・・あると仮定
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!第4図 す る
。 この シ ステムの経済 成長 にたい する こ
げ 一 の種 の貿易制限の効果 は,消 費あ るし'・は投 資
峯
1が 利用可能な成長の機 会の減少の負担
に耐え
慶
るこ'とがで きるか ど うかに依存 し老 いる。 こ
F'
Y'
一 一 _____Vの 第4図 に おいては,均 衡 点VをYへ 切 りか
聖
Yえ て投資の水準を維持する・と乏 が可能 とな る1
X
1で あち う。 け れ ども,Yは ニX点 を通 って投
8 .一1':資 等 量 線 に よ'っ て カ ッ トさ れ るUU'「 上 の
0 RU
点 を下回 る ことが で きるで あろ うか ら,.ここ1'国内財
;`… で ほデ消費の削減 は発生 せず
,'投資 に望 ま,じ
い水準に維持されることを許 すもの として考えてお くポこめように して,・外国為替制約論 は輸入財 と
国産財 の消費 の あいだ の選択 が存在 す る ときで さえ も,'妥当 する よ うにお もえるので・ある。㌃.…
け れ ど も,・こめ結 論 はい っそ うの検 討 を必要 どす る。::づi喜り,第1に 貿 易の制限 に澄い して も つど
多 くの特殊 な制約が 必要 であ る。 も:し,この制限 が輸 出品 を静1約する国 内生産 要因 に よって ひ きおYl..
される な らば, 政 策的 な対応 は,あ き らか に'これ らの制 約 を ど り除 くことにある。 こ.め制 約 に関連 あ
る こ とは, 海外市場の状況は国内当局の統制の外 にある,と い う理由によるものである。いま,澱 界
需要 が第4図 のY点 までは一一'JLの交 易条件 で一 国が輸出.し輸入 す る こ・どがで きる・よ う」な 需 要 ・で ある
が,そ の点 を越 え・れば,'・輸 出の増 加豊よコ;:Zス・タ ン;トな輸 入供給 を も・た らす と仮 定 しよ う老 い'かい えれ
・
・
ぼ, 輸出にたいする需要はY点 を越えれば無限に弾力的になる,と仮定する。∫それゆえ∵その・どき1に
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は,そ の 他 世 界(therestof.theworld)めオ フ ァ ー 曲 線 ・(offercurve)層ばtJYY"と な るの で
あ る 。
i
この場合, 均衡な交易条件 と輸 出入額は外国のオファー曲線UYY'に 対応 するように国内オファ
一 曲線 を制限 す るこ とに よ って決定 する:ことが で きる。交 易条 件 はU上 にUU'を 回転 させ るこ とに
よって変化きせることができる。貯蓄性向を所与 とすれば,交 易条件のそれぞれの値において投資に
た い し:て利 用可能 な諸 資源 は,U上 のUU'の 回転 にバ ラ.レルに ・R上0)RR'を 回転 させ る こ とに
「
よ って示すことができる。交 易条件のぞμそれG)値においてRR'と 投資の等量曲線 どの接 点は・
投資に必要な輸入財 と国内財の投入を示 すであろ う。Fの こζは,UU'との接点によっZ入 財 ζ
国内財の綾 の全体が ターンを決卿 べき消費の鮭 別曲線働 諒 する原点の場合 と同灘 あ
る 。'
これ らρ)諸点 の軌跡 じみ 第5図 に.おいz・ 国 内のオ:フ7ー曲線UVV'を 形 成 す る もの として示 し
て 荘 く。
,
第5図.均 衡交易条件は,第5図 におけ るUZの 傾
輸入品 斜 に よ って示 す こ とが で きる。Zは 自国オ フ
げ W 'アー 曲線 と外 国オ フ ァー曲線 ど の 交 点で あ
Y'
V る
。ここではあきらかにZ点はV点にたいし
Y{
zて 不利 とな ってい る。 けれ ども,V点 はいま
{・ この国が直面 している問題点 と看藩 本的には
・o
'
T.U無 関係 であ る ことに注 意 ずづ きZあ る。つ ま
,国 内射 り,も し,望 ま しい貿易取 引額 がUU'の 傾
5
斜 に等 しい交易条件でおこな うことができる,と 仮定されるな らば,そ れは1つ の役割 を果たすだけ
に すぎないG)である・。そ の場 合 には,V点 は均 衡点 をあ らわ してい 弓。
「外国為替 ギャップの理論」にもとず く分析は,む しろ有利 すぎる交易条件で必要とされる外国為
替 の算定 に よって スタ ー トして お り,・.した が って,現 実 に利 用可能 な外 国為替 を控除 す るこ とに よっ
て,ギ ャ ップに達 するのである。均衡交易条件UZに お》・そは,外 国為替の必要性 と利用可能性は満
・た され て お り,そ こで は ギ ャ.ップ は 存 在 しな い の で あ る。 、.
ところで,'U点か らV'点 べ む か って 自国 のオ フ ァー曲線 に沿 っ.て移行 する と,経 済成 長率 は上 昇
して ゆ く。
'
貯蓄性向一定 とい うことは,・国内財であらわ した投資量 はオファー曲線に沿 ってすべて同
一 であ る, とい うことを意味 し:ているaけ れ.ども,国 内財であらわ した投資財の単 位あた り生産費が
低下するならば,交 易条件がますます有利になれば なるほど,実 質のタームの資本の増加分はますま
す大 き くな るで あろ う。'
したが って,'U点か らV'点 へむ か って 自国 めオ フ ァル曲線 に沿 って移 行 してゆ.く場 合,経 済成長
層
率はます茸す高 くな ってゆ くであろ う。'それゆえジこのことはジ経済成長率はV点 におけるよりも,
●
Z点 に おいて は,い6'そ う低 い成 長率 とな る.ことを示 してい るの であ る。
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さて
亀
自由な貿易の均衡点Zは あきらか}Fオプティマ春な均衡点 とはかぎらない。む レろオプティ.
マ今な均衡L1で妹 塗いであう う。.それ1よ外 国の すプアー曲線 上 にあるY点 は 」い っ.そう少:ない国 内財
と交脚 て關 勢 ・そう少ない量の鋼 面責を鯵 るであう鯵 ら滴 る。規 刻ざ,こρ国は,第
5図において・国内財の うちのUTに あたる部分 を輸 出するζとができ,外国昂りTYを 輸入するこ
とカミできる。ζρ 場合}ζは・これ曙～の綿入部分 ≧国内財のQ雪9残 り一の韻}1よ,財P相対価格が均衡
に達するま穣 動ずることに勘9 ・イ醐 メカニ塔ムを通1じZ配分されるのである6
1.'
社会的に望ま域'貯蓄性向は・揖葺セ クターにたvし て円球所得の5ち の適当な部分 を配分す るこ
とに よ っZくY¥..とがで きる。後 者の.ζ:の部分 嫉円内財OTと 輸入 財 ・Y磐ρ粗食せ にないす る試行 .
錯誤リプ只や琴・の昏段階における価梅比率を適用することにようて評価さ.れるのである。 ' 、",.9
さ らにまた,こ の国は,関 税 を負課 し, 自国のオファー曲線が名点ではな くてY点 において外国の
馬,
オフア〒曲線 と交わる,ように低下するような仕方で,.その収入を再分配することができる.こ れらの
」
関 係 を第0.図 で 明 らか に しょ'う。,
曝 、 一
■,."
..・ 聾.!・ 」
・第6図 に おけるY点 を通 る直線PP'の 傾 斜嫡
.,輸入財と国内財り二財閥の国内の均衡価格比率を
あ らわ すもので あ り,そ れ はまた,UU'の傾 斜 に よってあ らわ される交易条件 とくらべ た;場合¢).・・外
国品 にたい するプ レ ミ'アム をあ らわ してい るの・で ある。
「
,99
経済の成長率はZ点 におけるより' 第6図"
もY点 に おいて はい つそ う高 くな る ・ ぐ)',
であろ う。輸 ス品の国内における相
輸入品
・・.』u
＼ .
;監＼Y'
対価格は,点Zに おけるよりもY点
＼'
においてはい つそ う'高.いので,上
述の 説明は若 干あ論証 を 必 要 とす" 、 C
・ぐ ＼ ,
＼N
、
る。第6図 では この点 も考 慮 してお
こ う。
A 、§ ・
＼
＼
＼
0 ρUQ'
さきの第5図 におけ るZ点 とY点 ・. 国内財
;
は,事 実上は財貨の利用可能性の二 つのbox を決定 し ている。これが第6図 で示されているのであ
る。消費の無差別曲線群の原点は,通常めBox 図形分析の場合 と同様に,携資の等量曲線の接点のか
わ りに,.このboxの 北東部分 に置 いて ある。A点 をZ点 に対応する b・xi内細 脚 麟 とする・
いま,国に よる統制あるいは関税政策のいず れかを通 じてオプデ'イマムな賜 制脚 なされた結果
と
同様にY点 においても同様の国内価格比率が支配 して悟ると仮定する
して,Y点 がい 。そ う多額の国内財 と同量の輸入財に よ・て薙 可能な:もの となる・z麺 場合 と
と,iこのと庶 ゑ纏 る
UU"と 同様の傾斜 をもつY点 を通 る ・QQ'によ・て歴 れる講 論 性ゆ ミ同逃 あるとしZ,C
点は投資財にたいする均衡点をあ らわ し,1・B点は消費財にたいする均衡点をあらわす。この場合には
あきらか に輸入財にたいする超過需要 と国内財の超過供給が存在する。,それゆえ,.輸入財の相対価格
は上昇するはずである。このことは ・貯蓄性向は固定されている:たあに,1国内財で表わしてはか'つた
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繊 所繊 酬 させる穿 ろうL;ぎら}・また洞 榔 惚 まか6破 資の磁値を鯛 的縞 魂 で
あ ろ:う。けれども・貯翻 向如 是さ寸延七輪 たあに,鑛 のたあ翻 分溜・る轍 賄 分は,c点
、
し 陶
ご・お成 同一の鹸 である.そして;』・蝋 の上蘭 対価惚 轍 寵するどとは,c点め王に棚 儲
' 謬 ● 「
線 を平 行 した数 綾 ずるこ とを意 味 ず る。 ・ ・ 乞 ・ ㍉ ・….・ ・
1'Y
4う し て,・均歓 おいては湘 対価鱒 ぼ や莇 ㈱ 擁 っこ『とになるであろう一UC,u.通っ
てP:P' に平行な相対価格線は,7'G点ビお訴ぞ」本ゐ消琶§無差加曲線 と接 ずることた'なるであろ う。`
・.・そ れ ゆ え ∫!鴨.. 凌資はい・そ歎 きく劫','まだ,国樹 の生産綱 論 あるならば淫 点に対応弗
繍 成長率恥8そ う高くなるであろう1'しかし,瀕 額 オ点に紺 るより硫 煎 おいては,い
っそ う少 ない輸入財 をもう と とになるで あぢ う'。:ただ し,'こみ少 ない輸 入財 を補償 する国 内財 は い っ
そ う多 くなるで あろ うジ とい う関係 にあ る。
第6図 が えがか れ るよ うな芳法 は,'国内にお いて消費財 セ グ歩 一 と くらべて ,'投資財 セクターの方
が,同 じ価格比率1こおける国内財にたい して,よ り高い価格比率の輸入財 をもっている;ど い うこと.
を仮定 して繍 のである・けれ どか その結果は満 述 とは反対のケースの上場合にも洞 様に妥当す
るで あち う。 「「 L
、
これまでの分析では,貯 蓄性 向は固定 されているもの と仮定 して きた。経済成長率にたい して貯蓄
性向の変くヒの影響は,自 由貿易のケースに も,オ プテイマムな貿易 .(国家の統制あるいは関税の負課
に よ って実現 が期 待 さる もの)に たい して も,あ き らか にする ことがで きる。
まず, 自由貿易の ケース を第7嗣 セ分 析 ～!てお こ う。・この第7図 に お いて,,UT..とZTはそれぞ
描 出量と轍 量である・まな・UZの傾斜は舳 賜 の均衡す砺 合の交 易劒 ・である。 さらに
翻階鷲離1畿顕職羅 輪欝 綴:撒論隷 書欝
で あ る。
,、 」 第7図 ・、さ て ・ こ こで貯 翻 ・向 力・上 貼,こ れ は 投
輸入品 ・資線 をRR,か らSS'ヘ シフ トさ せ る と仮
∫ '足 すれば
,'輸入額 にた いする超 過需 要CDと
Z
S' 1卜"1・ 国産財 にた いする超過供 給,BDの 結 果 とし蓼.懸 .
{'5 ・R' 晦.'1『 鍛 資 の均r-f.;:,は蹴 シフ トい 肖費のC・`1 .均衡 点 はC点 に シ フ ト して ゆ.く。 こ う.して交
F4 9A
lI・ 易 条件 は,同 一額の輸入 にたい してい うそ う
i・ 一 ・ 多 く嚇 出校 摸 する纈 として,この 国に・
`
「
r 1
,【.ト0
RST,.U.,と って 反 対 方 向 に 移 行 す る'こ.とに な 、る で あ
層9 `園 内 財eろ う
。1・
'以上駄
らて,・投 資線 ばS点 が固定 され た地位に とどま ってい るため に左 方 にシフFす る で あろ'
亀
う'。・そ し て, これはB点 で到達する水準以下に投資を削減する効果を持 つことになるであろう。・問題
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は貯 蓄性向の増加 を完全 に逆転 させ る ことがで きるか ど うか,・とい うこ とであ る。 、,
・交易条件め反対方向へのシフ トは,輸入財が劣等財ではない とすれば,.輸入財にたいする消費需要
の 減 少 を'もた ら すは ず で あ る。 ・,
したがって,新 しい均衡点はC点 よ り上方のOAB上 のどこかに定 まらな け れ ばならない。けれ
ども,C卓 はすzにA点 よ.り土方にあるために,交 易条件のシフFは 投資の拡張を完全に逆転させ る
こ とはで きない ∫ どい うこ とがわ か る0こ の よ うた して,'貯蓄性 向が大 きけ れば大 きいほ ど,"経済成
長 率が ます ます太 き'くな るので ある。 も.し,消費が投資集約 型で ある よ りもい.っそ う輸 入集 約 型であ
るな らば;・貯 蓄性 向の増 大 は,'交易条件 を改善 する ことにな るで あろうdし たが ってジ.'投資は この例・
で示 した場 合 よ りも,'いっそ う多.く増 加 す るこ・とにな るであろ う。
最適な貿易の状態においては,各 財貨の利用可能性が貯蓄性向の変化の前後でも同一 どなるであろ
うよ う'な場合以外 は,.上述 と同圃 の結果 となるで あろ う。その場合 には,需 要 の変化 に よ 弓て左 右・さ
れ るのは国 内価格比率 だけであ り,対 外 価格比 率 では ないか らで ある。,.
「 一
〔皿〕
膨
前節で示 したモデルにおいて,貯 蓄性向が所与の場合において,均 衡交易条件およ'ぴ経済成長率 が
いかにして決定されるのか∫とい うことを明らかにした。・そこでは,国 内財 と外国品の相対価格は外
国為替市場の不均衡 をすべてグリアーにするように調整するので,「外国為替ギ ャップ」は 発 生 しな
い。け れ ども,・この結論 は,・発 展途 上国 の 「外 国為替 ギ ャ ップ」 の性 質が相対 価格の調整 が少 しも軽
減することができない事情にあるとい う主張,・またそのただ1つ の解決は必要な海外援助額の供給 で
あ る とい う結果,と 一致 するこ とが 必要 であ る(1)。
前述の定式において,経 済成長率 を所与の…渡 だけの もの とはせずに,外 国財 と国内財の相対価格
の変化は,内 外両財のインプットについて固定 された割合を必ず しも仮定された もの とみなさない と
す れば,投 資にたい して 必要 とされる外 国為替 にたい しては,一 定の影響 を もつ もの とされて くる。
外国為替収入にたい して最高限度が課せ られるとすれぽ,外 国為替の需要と供給の両者が完全に非弾
力的 となる状態がある.そ ・では,外 国為替の供給一 これは輸出によ。て獲蓄財 る_を 超過する
外国為替の需要一一一 これは輸ろ債務の支払いに よって発生する一一 が,海外援助によって埋め られな
けれ ぽな らな いギ ャ・ッ.プをつ くり出すの である。}
}
けれども・'この ように仮定された状態 は実際のいかなる市場の動向において も,妥当するもρ)でな
いことは明白である。交易条件が反対方向にシフ トするときには,そφ困4)笑壷所得は減歩ずる 。 し
「
か も・この場合・定め られた投資計画を維持することは貯蓄性向の上昇を意味 する。1もし,固定的な
ギャップ理論が文字通 り鰍 されるなら}ボ,このことは貯翻 向が100パー セ ントあるいはそれ以上
に増加 す・る ζとがで きる∫ とい うこ とを意 味 するこ とにな るであろ う。
完全に正当性 をもちかつ合理的であることは,も し一定の心妻た経済成長率が仮定され,.さら忙そ
一13一
明治大学 ・社会科学研究所紀要
o● ■
の国が直面 している貿易の状態 と貯蓄性向が一定と考えられるな らぽ,こ の必要な成長率は外国の援
助な しでは達成するζとができ恋いであろう,とい うことを解明することであるふこの ような援助が
受けられない場合には,経 済成長率は,内 外財貨の相対価格の調整を通ずる他の諸条 件 に したが っ
て,低 下 する ことにな るで あろ う。
}.
た しかに,価 格調整は輸入品の消費需要 とその投資需要の両者の減少を通 じて,'外国為替 ギャジプ
を除去 する効果 をも ってい る。 この よ うに して,ギ ャ ップ理 論の批 判 者が,い わ ゆ る外 国為替 ギ ャゥ
プは過大に評価された通貨の表示 にす ぎない ものであると主張 した り,またダ外国為替ギ ャジプ理論
の支持者が,ギ 矛 ップ は基本的には構造的なものである,.と主張するようなときには;つ ぎのような
意味では両者 とも正 しい。つま り,内外財貨の相対価格の国内におけ る調整はギ畢シプを うめること
が で.きる とい うこ とで あ る 。 一
,
.
' けれども,」この相対価格の調整は経済成長率をもとの水準にとどめるような仕方で∫'ギャジプを埋
め る ことはで きな いの であ る。.
それゆえ,解 明すべ き問題は,仮定 された経済成長率が,貿 易の機会は同一に とどまるとして,も
し貯 蓄性向の増加 が あるな らば,外 国の援 助 な し.でも達成 するこ とがで きるか,と い うこ とで ある。
この問題 に}nx.るため に,前 述 の第5図 におけ る外 国の オ ファー曲線UYY'を 再 考 しよ う。
.まず 第1に, 輸入は国内における投資のためにだけ必要であると仮定 しよう。貯蓄性 向をpと す
れば,.もちるん経済の成長 も存在 しないであろ う。'貯蓄性向が増加すれば,貿 易量 を増大させるであ
ろ う「し,貯蓄性向の増加 と同じ割合で経済成長率を増加 させるであろ う。.ただしこれ は,交 易条件が
外国 のオフ ア.」曲BUYの 部分 に沿 っ'てコ ンスタ ン トとな るで あ ろ うと'されて 卵 るが らであ る。けれ
ども,貯蓄性向が投資の等量曲線がY点 でUYY'と 接する点を超えて増加すると,交 易条件を悪化
させ るけれ ど も, 国内財であらわ してはか った経済成長率 は不変に とどめてお くのである。
以上の貯蓄性向によって規定される貯蓄率,交 易条件,経 済成長率の関係は,.第8図で示す ことが
で き る。
第8図 第8図 は,.OAが最大の有効な貯
蓄性向であることを示す。それを超
韓人品1.単位
あたりの輸出
・'過す る と経 済成 長率 は一定の状 態 と
なる。 もし,要求される成長率が0.
Q
iB以 下であるならば,貯 蓄性向が十
1A
成長率 1爵 離 向 ・分に高いとす凪 姻 の援嚇 し
・.1・ ・ で ・・め 成 長 率 を達 成 す る こ とカ{で
B 一一一一 '・iな.,き るで あ ろ う0も し貯 蓄 性 向 が 必 要 ・
一..と され るほ ど臣とぽ高 ぐな らな い とす
れば,そ の ときには,「貯 蓄 ギ もップ」:(saving'gap)があ り∵'この場 合め外 国援助 め役 割は1'この
F.「
不十分な国内貯蓄を補強するζとである。 ・__.'∵.
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もし,要求される成長率がOBよ りも高い ものであるならば,そ の国の国内貯蓄性向め水準ぶいか
なる水準であろうとも,外国の援助な しでは,こ の成長率を達成するヒとは不可能 である。この場合
め成 長1よ,・投資 の輸入 必要 と関 連 して,外 国国為替 の不足に よ っそ制 限 されるであろ う。..
● ●
さて,こ こで輸 入が 消費のため に も投 資 と同様に必 要 ときれる,と 仮定 しよ う。'この 場合1こは,自
由貿易の ケースにたい して,さ きめ 〔H〕の逝 クジ3 ンの分析 おけ る第2図 に対 応 する図 を,.第9図で
示 すこ とがで きる。
第9図 と第8図 とめちカミいは,貯 蓄性向が増大するにつれて経済成長率は引きつづき増大してゆ く
とい うrと であ るCけ れ ども,そ の増加 はOCの 水 準 を超 えて進 行 する ことはで きない。OCは100パ
9
」セン・トの貯蓄性向に対応ずる経済成長率である。こ う して,第8図 の ケ ー'スと は ち が って,.OA:の
水準を超えるな らぽ,・貯蓄性向め増加は,経 済成長率の増加の観点か らは,け っして無用なもみでは
・ない。け れ ども,・それ に もかかわ らずその限界有効 性 は逓減 するで あろ う。OCよ りも高 い経済成 長
率 は外国の援助なしでは達成することができないのである。 '9-
YL.うして,.消費輸入 を導入 する効果 は,外 国 の援助 のない場合に達成 で きる経 済成長率 が.OBから
OCへ 拡大 する こ とで あ る。 もちろん,実 際 には, 貯蓄性向が増大 しうる拡張にたい しては限界があ
る0そ れゆ え,第9図 めDC以 下.の」 あ るい はおそ ら くOB以 下の,低 い経済成長率 にたい して,'外
因め援助が必要 となるであろう。
この第:9図の モデ ル に お いて; 第9図
OAの 水準を超 えて貯蓄性向が上昇'
輸入品1単位
する ときには,一 方 では;い っそ う あたりの輸出
多 くの国内財の輸出が同額の輸入総
額 にたい して提供されなければなら
ないか ら,その国を全般に悪い状態
I
I
4A
にさせる。けれども,それに もかか
わ らず他方では,消 費にたい して よ 成長率
りも投資のためにいっそ う多 くの輸B
1貯 蓄性向
}
;
一 一 脚 一 一 口
入品を解放することを通 じて,経 済C .一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 『 一 一 一 一
成長にたい しては,有 利な効果 をも
つ ことに なるポ もし,コ ンスタ ン トな輸 出水 準, すなわ ちオ プテイマムな貿易のス ケールを維持 する.
た めに政 府の干渉 が あるな'らば, この ときに は財貨 のすべてにわ たるア ヴュイラヴ ィリテ ≧は同耐に
とどまるが,そ れぞれの増加分は投資にふ りむけられる。この場合,相 対価格の変化 は純粋に国内的
な ものとなるであろうが,対 外的な交易条件は固定 されたままである。
これまでは全体にわ た って,投 資 にお いて は固定 された係数 を仮定 して.きてい る。 けれ ども,輸 入
財および国内財の投資への インプットは,継 続的に相互に代替できるが,投 資は消費よ りもい っそ う
輸入集約的であると仮定する。そ して,伝 統的な貿易理論にい っそ う密着するために,外 国のオファ
一15一
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"
.一曲線 は通常 の凸状の ス ロープ を持つ と仮定 してお くこ とにす る。 さ きの 〔D〕の分析1まこの モテルに
ただちに適刑することができる し乳また,第8図 および第9図 に対応 する図がえがけるのである。第
9図 との た だ.1つのちがい は,OAに い たる まで の各 曲線 の線 型部 分 は消滅 す るであろ う・ その.ため
に図のそ れぞ れの 区画にゆ るやか な凸状 曲線 を示 す ご・とがで きる,と い うこ ζである。,
外国為替 を統制する主張は,こ こでは外国為替収益にたいする限度設定 と.して理解 さ れ る。 そ し
て,さ らにそ れ以上 に進 んで,外 国のオ ファー 曲線 が平 らにな らない で下方 にむかい,そ れゆ え,同
旨の輸入額のかわ りに,い っそ う多 くの輸出額は結果的にはい?そ う少 なくなるとい うタうに主張す
ることができる。 このような事情の もとでは,貯 蓄率の上昇は経済虞長率を低めることもあるC
,
輸 出品 にたい する外 間の需 要が,た とえば ブラ ジルか らの コー ヒーの輸 出 に た い する需 要 の よ う
.に,特定の国または特定 の商品にたい して,十 分 に非弾力的 とな りうる場合もあるが,非 貿易財に主
ごとして集中す る消費の減少にたい して十分な理由がないか ぎり,全 体 としての輸出に以上の よう奉関
係 をあてはめ る こ.とは,あ るいは み とめ る こ とがで き.ないか もしれな。
けれども,:もし,そのような状態がみとめ られるとすれば,成 長にたい して有効な貯蓄率に限界が
あ る,と い'うことにな るで あろ う。,
さらに,.香港や台湾その他の国の ように,き わめて高い輸出成長率を経験 しているケ「スを指摘 し
て,「外国為替 ギャップの理論」に反対 する極端な批判がある。 このような批 判にたいしては,輸 出
の奇跡的な増大は上述の ような 小硯模国にたい してだけ可能であ り,そ れゆえ,「外国為替のギャッ
プ理論」は全体 としての発展途上の諸国にたい して適用できるよ.うに理解されるべきである,と主張
噛
することができるのである。この ような事情は,労 働集約的な製造工業による財貨が一般的に輸出に
関係ある財貨であるので,ま た,先 進工業国は・その市場を獲保することにきわめて敏感で南るよ5に
見 えるので,十 分 に あ りそ うで ある。
(注)
(1}Va・ekJ.E・tim・ti・1gF・reignl2・ ・…ceNeed・f・ ・E・ ・n・m.・beve1・pment・1967・Ch・6・ 参 照 ・
量
〔N〕
本 稿 で考察 した分析 は,・いわゆ る 「外 国為替 ギ ャップ」 の理論か ら導 き出され る意味 について,と:
くに発展途上国においては,貯 蓄性向の上昇は経済成長率の増大にどのような効果 をもた らすであろ
うか とい うこ とを示 そ うとしたので ある。け れ ど も,,こめ分析 は,消 費 に も投 資 に も同 じよ うに輸入
がある場 合にはかぎられた転回で妥当するだけである。"
本 稿でとりあげたような投資の技術的側面および貿易の機会にかんする仮定の もとでさえも,貯蓄
性向を高めることを通 じて発展途上国の経済成長率を高め ようと.する試みはゴ・もし投資が消費 よりも
輸 入集 約的で あ る.ならぽ,・交 易条件 の悪化 に よ6て 収益 の逓減 の結果 と・な る,乏 い う1ことが明 らかに.
されるのである6'いろそ う増大する貯蓄は決 して豊がであることにはならないで,.それは成長率の⊥
,
昇の効果 をま ずまず小さなもめにして しまう。そ して同時に,似 前の消費の条件 をますます費捌のか
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か る もめ と して しま うの で あ る 。 幽 ・'・9:':'
輸出品にた》～,する海外の需要が,1.以'下あ弾力性 をも1つ需要であれば,財 蕗の増加 たたい しそ経済=・い1:
成 長率 を低下 させ る ことが で きる。9・.
燗
い っそ うよ く知 られている言い方 でこの問題の定式 を示すことは,も っと満足すべ きもの となるよ
うに一おもわれるであろ う。なぜな らば,こ のような定式は議論の主要点を保 ちながら,貿易機会の制
限 は発展途上国の経済成長を制約 するとい う特別なケースとして,通 常の「外国為替ギャップ」分析の
モデルを含む ことができるか らであ る。ただこの場合には発展途上国はかれ ら自身の努力で この成長
を達成することができる条件 を 困難ではあるが 生み出してゆかなければな らないのである。
噛
ForeignExcha皿geGAPandEconomicGrowth
Ich韮r6Sakurai
Inthispapar,weshallshowthele量aこ萱on-shipbelweenTheForeignExchangeGAPandthe
rateofEcononlicGrow出,especiaryinthedevelopingcoun電rles 、
Thev董 ・wi…wwid・1yh・ 夏dth・tth…i重i・a藍b・ 量11e・eck・e・td・ti・gtlle・at・・fg・ ・wt}Iinth。
deve1・Pj・gccu・tp・i・ti・the・hQ・tage・ff・ ・elgnex・hange 、
Ishallattemptbexam三ne山eforelgnexchangeconstraintdoctorinefromthestandpointofthe
Pu・eth…y・flnterns吐i・naltrade,h・pingt。be・bl・t・三de・tlfyp・eciselythe・ssumpti・n,・nwhichit
dependsandthemannerinwhichitmjghtrestrictthegrowthratesa量 こainabeindevelopingeconom三es.
Interm・ ・f・ ・nvent董・・ale・on・mi・the・ ・y,thefund・me・t・lc・n・t・ai・t・ng・ ・w【hisw三11i・g・ess
tosave・Givertheproductivityofcapital,thegreaterthewillingnessofasocieIytosave
,thatis,
・ ○ ・
to祀s吐raln1重sconsumption,thegreaterwlllもe出egrowthofitstotalproductltis
,however,
asserted出atlnsomecasesdevelopingeconomiesmaybeinasituaIionwhereraisingtherateof
savlngwiUhavcnocffectontheratcofgrow置hwhichlstakenasbeingdeterminedbythe
availabi重三tyoffareigl墓exchenge.
ThepossibilityofthisandllseffecIscanbeshowbymeansof重hesomesimplemodelunder
smiplcconditions,
Theamlyslsof量hispaperhasattempIedtoshowtha員heimplicationderivedfromthe・ ・fore三gn
exchangegap岬lheory,thatincreasesinthepropensitytosavemayIlavenoeffectinrisingthe
rateofgrowth三niessdevelopedcoun重r董es,isnotvalidlfthereareimpor重sforconsumpIionas
wel匪aslnvestment.
Whatistrue,evenundermuchweakerassumptionsadoutthetechnologyofinvestmentand
tradingopportunities,lsthata吐temptingtoTise霊herateofgrowthinadevelopingcountrythrough5●
1ncτeas葺ng重hepropensity{osavecanIun五ntodiminishi皿gre吐urnsthroughworseningterm;of
tradei正investmentlsmoreimporI・intensivethanconsulnption。
MoresavingisneverreduΩdandbuti`canbecomelessand!esseffectiveinraising重herate
ofgrowthwhileofcaursebeingmoreandmorecostlyintermsofconsumptionforegone.If.
foreignedcmandforexportsisoflessthanunitelas吐icity,itispossibleforincrease(isavingto .
reduce重herateofgrowth。
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Thisformulationofthepr。bleminmorefamiliartermswouldappear.to'belmoresatisfactory
sinceitcanincludetheusual　 (}ap,,modelasa・pサ・i・1.噸 袖ile・eta三ningU}・唾 耳P・i範t・fth・卜
。,g。m。。一tt,thatlim疑,dt,ailingopp。,・。責1量。、'
一 噛
re,trioth。'函軸whi,h16ssd。輸6b・d
o'
COUIn竃rlcscan
∂1幅1麟through童he董Teffor吐salone.
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